
患者の皆様へ

は、研究対象者の型に研究の参加を拒否するけんりが保障されております。（オプトアウト）

この研究に関するお問い合わせなどありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。

まで

　対象期間 2000年１月１日から2021年12月31日まで

　個人情報の取り扱い

　問い合わせ先

腎生検は腎疾患の診断およびそれに基づく治療方針の決定に重要な検査の一つで
す。この検査結果の標準化を目指し、これまで当院で腎生検を受けられた方の腎生検
組織の再評価を行います。また、腎予後の予測が可能であるか否かを検討します。

　研究の目的意義

当院では、保有する既存試料・情報を用いて下記の研究を実施しております。このような研究の実施に当たって

記

　研究機関名

　研究実施許可日

　研究期間

　市立豊中病院

2022年5月30日

2027年4月30日

標準化腎生検組織評価法の確立

生検材料(腎生検プレパラート）
診療記録

研究対象者のデータや検体から個人を識別することができる記述を削り、代わりに新し
く符号又は番号をつけ、研究対象者とこの符号（番号）を結びつける対応表を作成しま
す。対応表は当院には保管せず、主任研究施設で厳重に保管します。学会や論文等
で研究成果を発表する場合も、個人を特定できる情報を明らかにすることは決してあり
ません。

市立豊中病院　腎臓内科　竹治正展  06-6843-0101
(主任研究施設　大阪大学医学部附属病院　腎臓内科　06-6879-3857)

過去に診断の過程で行った腎生検の組織所見と、腎生検後に当院で血液検査や尿検
査を施行している方の検査データや、腎代替療法導入や死亡など臨床情報を電子カ
ルテから収集し、後方視的観察研究として予後との関連を明らかにします。

　方法

　研究の名称

　研究対象
2000年１月１日から2021年12月31日までに、市立豊中病院腎臓内科にて腎生検を受
けた満16歳以上の患者。

　対象材料


